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散在地域における JSし児童生徒支援の現状と課題
一「こども日本語サボーター養成講痩Jの取り組みからー
早瀬郁子・貞松明子・脊讃尚子
要旨
佐賀県は日本語指導が必要な児童生徒の散在地域(1)である。ここで暮らすJSL究室
生徒(2)の中には、支援体制が十分整っていないため適時に適切な吾本語指導を受けら
れないことがある。佐賀県で現在行われている日本語支援は、日本語教育の視点をも
った指導者が配置されておらず、一貫したカリキュラムのもと継続的な日本語支援が
行われていないといった問題点がある。
そこで、現在効果的な日本語支援を受けることのできない JSL児童生徒に、現行の
施策で対誌できない支援を行うために、「こども日本語サポーター養成講鹿jを実施し、
学校現場や地域で日本語支援ができる臼本語サポーターの育成を腐った。そして、そ
の講座受講者がサボーダーとして学校現場や地域ボランティア教室で日本語支援を符
った実賎の成果を検証し、 JSL児童生徒を支える支援体制の強化を留るために行政、
学校現場、サポーター、日本語教育専門家等の連携の必、要性を述べる。
{キーワード] JSL児童生徒、こども日本語サポーター、散在地域、
日本語指導がよ必要な児章生徒
1.はじめに
近年、 JSL児童生徒への日本語教育も充実し、文部科学省から平成 15年には「学
校教育における JSLカリキュラム(小学校編)J 、平成 19年には「学校教育における
JSLカリキュラム(中学校嬬)Jが示されるなど、学校現場で、の支援体制が整ってき
た。また、外国人集住地域は支援体艇も充実し、日本語教護など地域の中においても
活発な支援がなされている。
しかしながら、その中で、佐賀県は日本語指導が必要な児童生徒数が少ない散在地
域であり、行政の支援体制がまだ十分とはいえず、学校現場で問題を抱えた子どもの
姿が浮き彫りになってきている。
?
?
? 、
?
行政に対して、支援体制の整備・構築を訴えることも活動の重要な柱の一つである
が、まず、現状の中でできる支援をと考え、平成 22年と 23年に「こども日本語サボ
ータ…養成講鹿jを開講した。
本稿では、まず、佐賀県のJSL兜童生徒の現状を分析しいくつかの間題点を挙げる。
次に、その問題点を改善するために開講した fこども日本語サポーター養成講座Jの
取り組みを紹介し、その成果を検証する。さらに、実際に学校現場とボランティア教
室で日本語支援サポーターとして活動した実践報告を述べ、その成果と問題点を論証
する。最後に、今後の課題と活動の方向性を考える。
2. 日本語指導が必要な克童生徒の現状と問題点
2. 1 日本語指導が必要な見室生徒の現状
平成 21年3月の「外国人児童生徒へ対応J(全国都道府県教育長協議会第 l部)の
資料によると、平成 19年度に全冨の公立学校に在籍している外国人児童生徒の数は 7
万5千人を超えている。その中で日本語指導が必要な児童生徒数は2ヌ5"5千人で全体
の約3分の l態度にあたる。ただ、この日本語指導が必要な児童生徒(3)というのも基
準があいまいなので、教室の中で学習の臨難を示す児童生徒の数はもっと多いのでは
ないかと推測する。
2. 1. 1 佐賀療における JSL児愛生徒の特徴
佐賀県におけるおL児童生徒の特徴は以下のとおりである。
-増加傾向…全国数値もそうであるが、佐賀県においても岡本語指導が必要な児叢
生徒数は、 「臼本語指導が必要な外題人児童生徒の受け入れ状視J(文部科学省)
によると平成 19年度は小学校 14名、中学校3名で、あったが、平成 23年度は小学
校で 29名、中学校で 12名と増加している。佐賀市教育委員会の資料でも、児童
数(小学校のみ)は平成 18年度の 5名から平成 23年度には 13名になっている。
-様々な僅から様々な話的での来日…母語別の在籍状況は、全国的にはポノレトガノレ
語、中国語、スペイン諾の3か国で7割を占めているが、佐賀県では、中国語、
フィリピン諾が半数以上を占めている。しかし、その他として、韓摺語、インド
ネシア語、英語、ロシア語、フランス語、ベンガノレ諾などの母語を持った様々な
国から来ている。来日目的も就業、商学や就学、企業派遣など多様化している0
・長期滞在・永住者の増加…国際結婚、就業者、中国帰国者など長期滞在・永住希
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望者が増加している。
-散在地域…全国的に5人未満の在籍校は8割と外国人散在校が多いが、佐袈県は
5人未、満がほとんどで、 1人在籍も全昌平均より多い散在地域である。
佐賀県の特徴は散在地域であるということである。増加傾向といえども数的には非常
に少数で、指導伊jも少なく、突然JSL児童生徒が転校してきた場合、速やかに対応で
きる学校や教師がなかなか存在しないということである。
2.1.2 日本語指導体制の現状
f外国人児童生徒受入れの手引きJ(文科省、 2011)の第 S章.都道府県教育委員会
の役害IJ、3. 人材育成についての項目で、その支援員等の育成の必要性を述べているが、
その中に、外留人児童生徒支援員、外国人兜童生徒支援ボランティア、日本語指導組
当教員が列挙されている。様々な地域で、有償・無償のボランティア日本語支援員が
児童生徒をサポートしている現状が明らかである。支援体制の充実や人材育成は多く
の地域で課題となっている。
現在全閣の学校現場で行われている日本語支援には様々な形態があり、その方法は
それぞれの市町村に委ねられ、地域で大きな格蓋がある。その中で、有鏡指導として
は、①加配教員(専任講師)による日本語指導:日本語教護(国際学級)で、これは
児童数が 10名を超えた場合設置可能。 ②非常勤講師による抽出指導(取り出し指
導):別室で臼本語指導。 ③非常勤講師による寄り添い指導 (T.T指導):授業中に
母語で通訳、あるいは日本語で支援。の 3麓が挙げられる。
佐賀県の日本語指導の支援体制も市町村に委ねられており、統一されたものはない。
現在、佐賀県には①の専任講師を配壁できる学校はなく、②の非常勤講師による抽出
指導か③の非常勤講師による寄り添い指導のいずれかの方法を取っている。支援を受
けることができない児章生徒の存在も大きな課題となっている。
2.2 佐賀県における日本語指導の問題点
本節では、佐賀県のおL児童生徒の半数近くを占めている佐賀市の例を挙げ、その
開題点を指摘する。
2.2. 1これまで住賀子告が抱えていた臼本語指導の簡題点
平成 11年度から佐賀市に JSL克童生徒に対する臼本語指導の非常勤講師が配置さ
れるようになり、大きな改善になった。しかし、他県と比べるとその支援体制は遅れ
??
?
?
ており、まだ十分とは言い難い。
平成22年度までの日本語支援の問題点は、
①非常勤講師配震が小学校のみで、中学校にはなかった。
②非常勤講締に日本語教育の知識は求められていなかった。
非常勤講師選定条件が 「小学校教員免許状を有する者で、かっ指導する児叢の母語
が話せる者j となっていて、日本語教育の視点が欠けた選考で、あった。しかもこの2
つの条件を満たす人材がいない場合指導が遅れるという問題が発生していた。
そのため、
③来日(転入)宜後の重要な時期に日本語初期指導が受けられない児童生徒が発生
していた。 1年に2回、年度初めと夏休みに教育委員会から配置希望の問い合わ
せが各学校にあるのみなので、 2学期以降に転入した場合配置されなかった。
以上の点を改善するため、筆者らは「佐費県B本語学習支援“カスタネット
CASTANETs ~Citizens from Abroad to Saga， Teaching Assistant NETworks~ J (4);を立ち上げ、
活動を始めた。その目的は以下の点である。
'JSL児童生徒が等しく日本語支援が受けられるような一貫した支援体制を構築し、
さらに、継続支援の必要性を行政や学校現場に訴える。
-佐賀県の教育現場に日本語教育、 JSL教育の視点をもった指導者が必要であるこ
とを行政や学校現場に訴える。
・「こども日本語サボーダーjを育成し、学校や地域に活動の場を提供し、そのコー
ディネート及びサポートを行う。
・仔政、学校、地域との連携を図りながら JSL児童生徒をサポートする支援ネット
ワー クをイ乍る。
その活動の成果として、平成23年度から前述の問題点が以下のように改善された。
①について、非常勤講師が中学校にも配置されることになった。
5むについて、日本語教育の知識を持っている子ども支援経験者が、教員免許状もな
く母語も話せなくても、非常勤講師 (T.T.指導)として配置可能になった。
これはまだ2校に過ぎないが、少しずつ行政や学校現場に日本語教育という視点
の重要性が認識された成果と考えていい。
③について、平成23年秋に来日した2名の生徒に非常勤講師が配寵された。
しかし、 3学期に来日した児童にはつかなかった。
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2.2.2 現在も残る課題
上記のように、佐賀市における日本語支援は少しずつ改善されているものの、まだ
いくつかの間題点が残っている。これは、佐賀県全体に共通の問題点でもあり、大き
く以下の 2点に注目したい。
(1)日本語教育の読点をもった指導の必要性
JSL児童生徒のR本語指導に関する意識・知識がまだ十分ではなく
・非常勤講師として、日本語教育の知識や経験のある人材が配置されていなし、。
日本人なら誰でも日本語指導ができるといった誤った認識が残っている。
-母語通訳で、の支援は、子どもの日本語力の向上に繋がっていない。
初期指導時には母語通訳は必要であるが、これは母語支援であって日本語指導で
はない。非常勤講師を配置したにもかかわらず日本語能力が高まらない。
(2)CALP形成までの継続支援の必要性
子どもの指導にあたっては日本語教育の知識だけでなく子どもの第二言語習得の
特徴を十分認識した指導をしなければならない。来日した年齢によって、学力、適
応力、思考力、判断力など、大きな違いが生じる。低学年で来日した子どもは第一
言語(5)も発達段階であり、抽象的・論理的思考力が不十分なので理論的に教えるこ
とができない。捜して子どもは適応力に優れているので、早い時期に日常会話は国
らなくなる。しかし、会話の流暢さは必ずしも学力と結びついたものではないので、
十分気を付けなれればならない。カミンズ(1986)によると、 BICS(basic interpersonal 
communicative skills)である R常生活を送るための言語能力(伝達言語能力)は 1'"'"'2
年で、身につくが、学習に必要な書語能力(学力言語能力)である CALP(cognitive 
academic language proficiency)は5年以上かかるといわれる。学校の授業は思考力や
認知的負担の小さい
コミュニケーション
A(磁50) 8 
高コンテクス}
コミュニケーション
。 D(OAlP) 
認知的主主担の大ぎい
コミュニケ}ション
jb¥:コンテクスト
コミュニケ}ション
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分析力が必要となり、
語形式により内蓉を理解
し問題を解決していかな
ければならない。この学
力言語能力が未発達な状
態では学習面に国難が生
じる場合が多いので、十
分な注意が必要である。
現在、多くの地域で初期指導体制が整備され、常に平等な支援がされる恵まれた
環境で学校生活をスタートできるおL児童生徒の数は増えた。初期指導の重要性は
うまでもない。しかし、それと開様に、現状は日常会話レベルで、支援が終わって
しまう場合も多く、その後の学校の授業についていくことができず不議校等の問題
を抱えるケースが少なくないので、継続支援の重要性を認、識した系統だった日本語
カリキュラムが必要であることを忘れてはならない。
3. rこども田本語サボーター養成講鹿jについて
3. 1 rこども自本語サボーター饗成講座Jの実施の自的
行政や学校現場の意識改革とともに、現主E適切な指導を受けられない JSL児童生徒
に対し、
-専門家養成…日本語サポーターを学校に派遣し、日本語指導にあたる。
-継続したサポート体制…地域のボランティア活動として「こどもE本語教室j を
設置する。そこで、初期日本語指導が終了したおL児童生徒に対し、継続した日
本語支援を行うためのサボーダーを養成し日本語指導にあたる。
以上のような 2つの目的を持って、その人材育成のため「こども日本語サボータ
成講痩j を開催した。
3.2 rこども日本語サボーター養成講座jの内容
平成22年度と平成 23年度に「こども日本語サボーター養成講底Jを計3回実施し
た。平成 22年度のものと平成 23年度のものは、目的が違うので対象者が異なる。平
成 22年度実施の講鹿は、学校現場へ派遣できる人材の育成に的を絞って関接したので、
日本語教育の知識があり、既に日本語教師やボランティアとして活動している人を対
象とした。平成 23年度実施の講座は、学校派遣のみならず、各地域でボランティアと
して活動できる人材を育成しようと対象者を拡大した。また、平成 23年度は「平成
23年度『生活者としての外国人Jのための日本語教育事業jという文化庁の委託事業
として開催することになった。
平成22年度は日本語教師やボランティアの経験のある人が参加した。平成 23年度
は、外国生括経験者や子どもの教育に携わっている人もいたが、日本語支援や子ども
支援に関わったことがない全くの未経験者も多かった。
? ???
日時 内容
平成22年 i午前}佐賀市の現状…佐賀市教育委員会木村茂氏
10月 11日 学校現場より「外国人児童を担任してj …小学校教諭
(月) 外国人児童生徒のための日本語教育について
10:00~16:00 [午後]ワークショップ…事例検討
「こども百本語サポータ…jについて/今後の活動
日時 内容
平成23
-佐賀市の現状…佐袈市教育委員会 杉町浩氏
第 -外国人児童生徒の問題…佐賀市国際交流協会
6丹 18日 -外国人児童生徒への宮本語指導の現状と1 (土)
13:00~17:00 「こども E本語サボーター」の役者jシ -ワークショップ…初期指導について
リ 平成23年 -現場の声 f外層人児童を挫任してj…小学校教諭
2 
6月 25日 -外国人先輩生徒へのE本語指導法
(こと) -ワークショップ…①初期指導命日本語教材を使っ
ス; 13:00~17:00 て③国語の教科書をリライトしよう
平成23年 [午前]rこども日本語教室jで実翠
3 
7月 2日 [午後]こども日本語支援について
(土) fこども日本語サボーターJ経験者による
10:00~15:00 パネノレデ、イスカッション
平成23年
-佐賀市の現状…佐賀市教育委員会:杉町氏
-外層人児童生徒の問題…佐賀市国際交流協会
1 
11月 19日
-タト閤人児童生徒への日本語指導の現状と
第 (土) 「こども日本語サポーターJの役部13:00~17:00 
2 -ワークショップ…初期指導について
シ
-現場の声「外菌人児叢を担任して」…小学校教諭
平成23年 -タト間人児童生徒への臼本語指導の方法
リ
2 
11月 26日 -日本語教育と関語教育の違い/日本語指導法
(土) /日本語文型
13:00~17:00 ワ…クショップ…①初期指導②沼本語教材を使っ
ス; て③国語の教科書をリライトしよう
平成23年 [午前]rこども日本語教室Jで実習
3 
12丹3日 [午後}こども日本語支援について
(土) 「こども日本語サボーター;経験者による
10:00~15:00 パネノレデ スカッション
以下に詳しい講鹿の内容を紹介する。
(1)講義内容
受講者
23名
27名
27名
28名
13名
17名
15名
平成22年度開催の講座については、既に日本語教育の知識はある人が対象だ、った
ので、子どもに的を絞った講義内容とした。
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-外調人児童生徒の現状 ・外国人児童生徒の特徴 ・外国人児童生徒のための
日本語教育とは ・日本語指導の現状 ・日本語指導佐賀県の場合 ・子どもと
大人の日本語指導の違い ・日本語指導プログラム ・JSLカリキュラムとは ・
日本語指導の問題点 ・こどもサポーターの必要性 ・こどもサポーターの活動
などを行った。平成 23年度開催の講座についてはこれに追加して
・5本語教育と閤語教育の違い ・日本語指導法 ・日本語文型
などの講義を行った。
(2) ワークショップ
ワークショップは、平成 23年度の講鹿について紹介をする。それぞれ4"-'5入の
グループを作った。その際、受講者の呂本語教育の知識の差を考慮し、 3つの課揮
に対し経験者グノレーフ。を作ったり混在したグループを作ったりして行った。
①来日直後の初期指導(サパイパノレ日本語)…来日(較入)査後の児童はどんな菌難
に直臣するかを考え、それをテーマ別にして、どんな支援が可能かどのようにした
ら効果的かを書き出す作業をしてもらった。実例を挙げることで、受講者に臨場感
を持ってもらうことができ効果的だった。②日本語教材を使った文型指導…日本語
教青を知らない人には難解な内容だったが、既習者のフォローを受けながら日本語
教育の知識の必要性を感じてもらうことができた。 ③教科書(国語)を使った指
導…教科書の中の物語文(絵本)をグループ数に分け、組当ページのリライト (6)
をどんな言葉や表現が難しいのか話し合いながら作成してもらった。
(3)現場の声、体験発表
佐賀市教育委員会、佐賀市爵際交流協会、学校関係者などに講演を依頼し、佐賀
市におけるおL児章生徒の現状と問題点を話してもらった。また、「こども日本語
サポータ~J 経験者にパネノレディスカッション形式で体験談を発表してもらった。
①佐賀市教育委員会子ども教育部学校教育課参事木村茂氏(平成 22年度)、杉町
浩氏(平成23年度)より…佐賀市の施策と過去6年間の日本語支援が必要な児童生
徒数などの実数と、問題点を述べてもらった。
②佐賀市国際交流協会 罵場三佳氏より…佐賀市在住の外国人議録者数やその子ど
もが抱える問題について実剖を挙げて紹介し、そのサポートの必要性を述べても
らった。
③クラスにJSL児童生徒が主籍する神里子小学校教諭より…臼本語が全く話せない克
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童を初めて受け持ち、その児童への対応の難しさと、支援体輔がなく担任1人に
責任を委ねられることの負担について具体例を示しながら話しをしてもらった。
④日本語指導非常勤講師より…日本語教育についての知識も経験もないのに岡本語
指導の非常勤講師として配置され、フォローもないまま日本語指導を任され、指
導方法や指導内容が分からず効果的な指導ができなかったこと、 l人で抱える不
安などを話してもらった。
⑤「こども日本語サボーターJ経験者によるパネノレディスカッション…実際に「こ
ども日本語サポーターj として学校現場で活動している人に、子どもの様子、サ
ポーターをして楽しかった点苦労した点等を話してもらった。質疑応答を交え、
活動の様子を受講者に理解してもらった。
これら①~④の現場の声から、告本語教育という視点の重要性と適切な日本語指導
の必要性、さらに連携体制の必要性が明確になった。また、⑤より、子どもに関わ
る責任の葉さと楽しさへの理解に繋げた。
(4) rこども日本語教室jでの実習
実践経験のない受講者は初めておL児童生徒に接したが、勉強コーナ}や遊びコ
ーナーを設けてそれぞれの場で楽しく関わることができた。また、前回の講座で作
成した教科書リライトは絵本になっているものだ、ったので、各々がリライトしたも
のを子どもに読み関かせをして、自分たちが作ったものがどの程度理解できるか子
どもの反誌を観察することができた。
3.3 rこども日本語サポーターJの活動
「こども B本語サボーター養成講座J終了後、サポーター登録を行った。現在その
登録者数は合計40名を超える。
「こども日本語サポーター」と総称しているが、 2種類に分類している。
①日本語教育の知識を持った学校支援のサポーター(学校内での日本語指導)
②日本語の知識を深く求めないボランティア日本語教室でのサボーター(学校外で
の百本語支援、ボランティアこども自本語サポーター)
それぞれ持っている力量に合わせ、活躍できる場を提供している。
3.3.1 学校現場で活躍する Fこども日本語サボーターj
現段階で行政が支援できない部分を補うため、平成22年 10月から日本語教育の知
???
識があり日本語指導の経験のある人材を、サボーター依頼のあった小学校2校と
校 I校に「こども日本語サボーターJとして派遣を開始した。活動するにあたりガイ
ドラインとして、
-授業中に学校内で日本語をサポートする。
・学校側の要請で派遣する学校公認の人材である。
-サボーターに負挫の少ない生活に必要な日本語を教える。
.精神的なサポートを葉視する。
などの境目を掲げ、サポーターに対しでも支援体制の撃ったやで、週 l回~週3囲の
支援活動を開始した。現在までに、 7名のサボーターが 6校 11名の JSL児童生徒の学
習指導にあたった。来日夜後の支援や、非常勤講師との並行支援、引き継ぎ支援など
無償ボランティアとして活動したり、非常勤講師として初期指導から担当しているケ
ースもある。また、数年にわたる継続支援も行われている。
3.3.2 rこども日本語教室霊jでのボランティアこども日本語サボーター
平成23年4月より臨遺土曜日 10:00---...12:00にアイスクエアピノレにて「こども日本
語教室Jを開設した。この目的は、
・佐賀市あるいは近郊に住むJSL児童生徒が継続的日本語支援を受けられるよう
に…(学習閣のフォロー〉
-楽しく関わり、心の拠り所となる…〈精神面のフォロー〉
ども同士の交流の場
である。教員免許状がなくても、子どもの母語が話せなくでも、現時点で日本語教育
の知識がなくても、子どもが好きで外国人の支援がしたいと思う人であれば誰でも参
加できる門戸の広いものである。
3.4. rこども臼本語サボーターj のスキルアップのため
3.4.1 スキルアップ講盛の実施
「こども宮本語サポーター養成講座J開催後、日本語サボーダーをしばらく経験し
実践を積んだ後に、他地域の活動を知り知識を拡げる目的でスキノレアップ講鹿を開催
した。
福間市の学校現場で日本語支援員として、また、ボランティアグループで活動をさ
れている和田玉己氏を平成23年 11月5日と平成24年3丹413の2阻招いて講模会を
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開催した。第 1シリーズは「学校現場での子どもたちの支援j、第2シリーズは fボラ
ンティア活動現場での子どもたちの支援j と題し、福間市で使用している日本語教材
や実際の活動現場の様子を映橡で紹介してもらい、具体的な支援方法や問題点、につい
ての講績を聴いた。隣接する市での活動事例は共通部分と招違部分が明確になり、質
疑応答も積橿的に行われ活動のし方や関わり方など参考になる事柄が多かった。
3.4.2 勉強会の実施
fこども日本語サボーター養成講座j終了時のアンケ…トでは、受講者自身が日本
語教育を学びたい、もっと子どもの指導法を学びたいという要望が多く寄せられた。
それを受け、希望者対象に勉強会を開催した。
1.基礎編 1 .第 1シリーズの受講者対象に8月'""12月、月 1自の計5由実施。
立.第2シリーズの受講者対象に 1月から丹 1'"2屈の計5由実施。
2.実践編 12月まで丹 1回、日本語教育の知識のある入、日本語サボータ
校支援をしている人を対象に実施。 1月から月 2問実施。
基礎編は5回シリーズで、日本語教育の基本文型を厳選して指導した。日本語教育
の知識を身につけることで、学校へのサポーター育成ともなる。
実践編は、参加者の実践活動の問題点を出し合ったり、子ども舟日本語教材や教科
書の指導法を研究したりしている。現在は学校での日本語指導に使用している教材の
索引作りや、教科指導の補助となるサブ教材作りを行っている。サボーター同士が指
導現場の開題点を出し合い、意見交換や靖報交換する場であり、また、子どもへの指
導法を研究する場と位置付けた。
4.分析と考繋
4.1活動の成果
4. 1. 1 rこども日本語サボータ一議成講座j実施の成果
3屈の fこどもg本語サポーター養成講座j を実施した結果、以下4点の成果を得
ることができた。
(1) rこども日本語サポーターj として学校現場で活轄できる人材の育成
JSL児童が在籍しているのに行政の支援がなく対応に苦慮していた学校に、日本
語教育の知識と指導経験のある「こども日本語サポーターjを派遣したことで、
効な日本語初期指導が可能になった。また、思本語指導の経験はあるが、子どもへ
????
の対応がわからなかった人もこの講座を受講した後、「こども日本語サポータ~J と
して活動できるようになった。
(2) rボランティアこども日本語サボーター」の増加
講座を開催したことで、お本語サポーターの増加に繋がった。現在サボーター登
録者が 40名を超えている。受講者のアンケートに、「日本語サボーターの必要性が
よく分かつた。Jrセミリンガノレの子どもが出ないために、自分が役立てたらいいな
ぁと患った。jなど、日本語サポーターの必要性を理解してもらった。
現主l士、隅週土曜陪に佐賀市アイスクエアピノレで実施している「こども日本語教
室Jでボランティアサポーターとして活動をしてもらっている。
受講者のアンケートでは、「ボランティアで経験を積み、学校支援に入りたい。j
r fiiTかできることがあれば、勉強していきたい。Jと、今後の活動意欲が表れていた。
(3)意識改革
「こども日本語サポーター養成講座Jに参加した受講者だけでなく、講演依頼し
た持政や学校関係者にも、日本語教育としづ分野があること、 B本語教育の視点を
持った指導の必要性を認識してもらうことができた。また、 JSL児童生徒への初期
指導の重要性とともに、日常会話を話すことができても、学校の学習が容易にでき
ないということが分かり、継続支援の必要性も認識してもらった。
(4)サポーターの日本語教青の知識の必要性の理解と学習意欲の喚起
受講者のアンケートより、「日本語は難しい。改めて臼本語を見つめ直した。J
f国語を教えることと、日本語を教えることとは全く別物だと思いました。Jr普段
何気なく使っている臼本語を改めて見つめ直した。Jrきちんとした日本語を子ども
に教えることの難しさがよくわかりました。Jと、今まで百本語教育についての知識
のなかった受講者に、日本語教育という規点の重要性を理解してもらったことはと
ても意義深い。さらに、もう少し詳しく知りたい項目として「文型の具体的な指導
法Jrひらがな、助詞の教え方Jr子どもと大人の指導法の違いを具体的にJr普段話
している雷葉と、教科・書に載っている言葉をどのように教えるか。Jなど、日本語教
育の勉強を望む声が多く障かれた。またJ現在使われている教材の種類とメリット、
デメリットJr中学生用の教材、受験用の教材、今後必要な教材Jなど、更なる学習
の希望を述べる受講者もあった。
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4.1.2 学校現場への fこども自本語サボーターJ派遣の成果
学校への fこども日本語サボータ-J派遣によって、次の成果が得られた。
(1)迅速な初期指導
非常勤講師の配置がなく、初期対応がなされなかった来日直後の児童生徒に対し、
「こども日本語サポーターJを派遣し、速やかな初期指導体制を作ったことで、
校生活へ早く順応することができた。
(2)継続支援の効果
非常勤講師の指導の後を引き継いで支援を行ったことで、怒り出し指導によって、
日本語文型の押さえ及び教科学習の補助も行うことができた。また、教室内ではな
かなか発言できない子どもが、綿入指導ではどんどん発話ができ、精神的な安定に
も繋がった。
(3)学校との連携、学校現場の意識改革
fこども日本語サボーダーjが担任教諭との連携を取ることで、教窓で理解でき
なかった内容を取り出し指導で理解を促す学背面のサポートができるようになった。
さらに、マンツーマンで分かる子どもの精神状態を担イ壬の先生に知らせることで、
どもの心のサポートにも繋がった。
次に、いくつかの事例を紹介するO
Aちゃん(小学校 l年生、バングラデシュ)の;場合…学期途中の来日で日本語非
常勤講師の支援が付かず、ひらがなも読めない状態であった。11月から4ヶ丹問、
週3自の取り出し支援を行う。最初に倍頼関係の構築。通常授業時での寄り添い
支援と取り出し支援を行う。教室では一言も発することができないが、取り出し
支援時は積揮的に fこれなーにj などと質問をしてくる。
どもの興味者引き出しながらそれに関連させての日本語指導。簡単な表現と身
近な単語、ひらがなの読み書きを指導。算数の足し算、引き算、 10のかたまりな
ど教科書の内容も含
担任より:会話が随分通じるようになった。ひらがなが読めるようになった。自
分から話すことが多くなり授業中も手を挙げ発表したりすることがで
きるようになった。友だちの広がりも見えてきた。
成 果: 日本語支援の時間を楽しみにしている。儲別指導で日
ができ、ひらがなの読み書きや動語、名前、形容詞などの言葉を確実
に理解し語奨を増やしていった。心の安定ができ、教室でも発言が増
え、友だち関係もよくなっ
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2 
8ちゃん(小学校3年生、インド不シア)の場合…来日誌後から 6か月間、母:諾
が話せる非常勤講師に取り出し指導を受けた。日常会話は何とかできるようにな
っていた。しかしまだ教科書の理解ができない状況なので、避 l時間の支設を開
始。スムーズに日本語を話しているのに、文法をきちんと押さえないままに日
語を使用しているため、簡単な言い方ができないことがあった。非常勤講師の後
を引き継ぐ形の指導で、あったが連携が取れずにスタートしたので、まず、どの軽
度の日本語を理解しているかをチェック。明るい性格で分かる分からないをはっ
きりと示すので、指導内容が見つけやすかった。長音や{足音の{吏い方がわからな
いなど、日本語基礎から文型の押さえをお本語教材を使って指導をした。ま
l生生の内容をピックアップし、また 3年生の内容を分かりやすくし
内容理解と諾葉拡充と文法の未習内容を押さえていった。
より:かな交じりの文を随分と書くことができるようになっ
ることができるようになった。サポーターに子どものベースに合
わせて接してもらうことで、内容理解を促すことができた。きめ締や
かな関わりで、学習面だけでなく、結神百五のサポートになっていた。
成 果: 教科書の漢字にふり板名をつけることで¥内容理解が容易になった。
日本語の基本的文型を押さえたり、品調を意識させることで、教科書
の音読や内容理解ができるようになった。基本的な漢字を覚えること
ができた。
〈事例 3> 
cさん(中学校 1年生、中間)の;場合…4ヶ月前に来日。来日産後に学校から「カ
スタネットj に連絡が入札登校日初日より支援を開始。当日母語のわかる通訳
の人と一緒に学校担任、教頭、学習支援の先生、保護者代理、本人、日本語サボ
ーターと合同で日本語指導計踊を立てる。永住希望で高校受験を希望。当日は過
と一緒に書類のチェックや学校探索をし、学校生活上の基本的な/レーノレを覚え
る。翌日から遡 4日の日本語指導をスター九日本語教材『学級』の学習からス
タートし、現在『続みえこさん~ w何カかミんじだだ、しい、すき 5々 年三生』学習l二干札F
語語-だだ、けでで、コミユニケ一シヨンが取れ、短い作文が書けるようになっている。
組任より:大変真菌自な設業態度で、{むの生徒にいい刺激を与えてし、る。最初は
ても反応がなく、クラスメートが回っていたが、最近はうま
くコミュニケ…ションが取れるようになり、表f奇も明るくなった。日
本語の発音がとてもうまくて驚いている。
成 果: 転入直後から支援体制が取れ、すぐに学校生活に慣れることができ
日本語指導の際、易しい日本語であればほとんど理解できるが、分から
ないときは辞書をおいて言いたいことを結えることができる。学んだ日
本語文型を確実に積み上げていっている。毎日きちんと日本語の指題を
していて学習意欲旺盛である。学校との連携を敢りながら今後は教科学
習への移行するためのおLカリキュラムを始める予定である。
それぞれ状況は違うものの、 fこども臼本語サボーターJ支援で効果的な学習へと繋が
っている。
????
4.1.3 rこども自本語教室jの成果
ボランティア教室設置の成果としては、学校では孤立しがちな JSL児童生徒たちの
集まる場所が出来たことが一番に挙げられる。開じような境遇の子どもがいることを
知り話をすることで安心感が芽生える。また、サポーターのマンツーマンの対応で落
ち着いて学習することが出来る。
また、ボランティア教室でのサポーターは、学校派遣と違いあまり気構えることな
く、よき傾聴者という立場で楽しく子どもと関わることができる。個人活動ではない
ので、イ也のサボーターのやり取りを見ることで様々な気づきも得られ、サポータ一向
志の繋がりも生まれている。
4.2 障題点
養成講鹿の実施及びサポーター活動を通し、問題点が 3点浮かび上がった。
(1) rこども日本語サボーダー」の自本語教育の知識の必要性
学校現場へ行きマンツーマンで子どもに日本語指導をするためには、やはり日本
語教育の知識、子どもに関する知識、さらに教科指導の知識が要求される。学校現
場で活躍できる人材育成を考えると、今田実施した3自の養成講座、スキノレアップ
講座、勉強会でも十分とは言えない。
(2)学校派遣の「こども日本語サボーダーj の負担
学校派遣の「こども日本語サポーター」は主に日本語の初期指導で、「生活臼
にF良定するj とガイドラインに定義していた。しかし、学校現場においては、特に
学年が低い児震の場合、数か丹後から教科に関わる指導が必要となる。より良い支
援は教室での授業を補うような臼本語指導となるので、 JSLカリキュラムを意識し
た指導をしなければならず、サポータ…の指導準備の負担は大きい。また、 45分~
60分の時間を兇童生徒と向き合って過ごさなければならない。さらに、校長・教頭・
教務主任・組任等との連絡事項があり、複雑な人間関係の中に置かれることもある。
学校派遣のサボーターは、要求される知識の量からも、無償ボランティアの枠を超
えたものである。
(3) rこども日本語教室」の設置開題
日本語教室設置の臣的のひとつに、学校の違うヲこどもたちが出会ってコミュニケ
ーションを盟る場となれば、という思いがあった。しかし、現実問題として、交通
?
?
?「?
手段が少なく、子どものみの足で通うには距離的に速い。土曜日に子どもを送り通
えできるような時間的余諮がない家庭も多く、参加したくてもできない子どもが偶
人も存在する。
また、講鹿受講後はやる気満々だ、った「こども日本語サポーターjのモチベーシ
ョンの持続が難しい。サポーター陪の f先発・後発j感や知識の差、日本語教育へ
の思い入れの護などから、麗心地の悪さになり足が遠のくサポーターも出た。
5 今後の課題
fこども日本語サボーター養成講座」の実施及びサポーター活動の分析と考察の結
果、今後の課題として以下の4点を挙げ、これからの活動の方向性を吊したい。
(1)学校支援のこども岡本諾サボーター養成講座の充実
学校へ派遣するサボーダーには日本語教青の知識は不可欠である。教科理解を{起
すための日本語を教えなければならないが、そのためには教科がどのようなものな
のかサポーターが理解しておく必要がある。そのうえで、教科へ結びつけるための日
本語教育をしなければならない。また、限られた時間の中で指導していくスキノレ、
学校とのコミュニケーションスキノレも欠かせない。告本語教育の知識と日本語の指
導スキノレなどを、実習、発表形式などを取り入れ、子ども指導に郎した実践的な養
成講疫にして充実させる。
(2)学校派遣の「こども日本語サボーターJの待遇
「こども日本語サボーター」には2種類ある、と前述したが、その一方の f学校
派遣のこども R本語サボーター」も現在2種に分かれる。一つは無鎗の日本語サポ
ータ一、もう一つは県が記置する非常勤講師としての日本語サボーダーである。同
じ内容の日本語指導をするにもかかわらず、無償と有償に分けられる不公正さを是
しなければならない。
学校で授業時間に取り出して JSL児章生徒の岡本語指導をするという責任の重さ
と長期間にわたる拘束を考えると、今後有償匡本語サボーターとして配宣されるこ
とを強く行政に訴えたい。
(3)地域に密着した「こども日本語教室jの設置
現在の住賀市にある fこども臼本語教室j だけでは佐賀県全域に散在する子ども
をサポートすることができない。サポーター在住の地域で公的場所を借りて fこど
? ??
?
も日本語教室Jを開設する計画を立てたい。子どもたちも教室に通い易いし、サボ
ーターも活動が容易になる。ボランティア教室は地元のボランティアによって運営
されてこそ、継続して地域の中で子どもを見守ることができる。それにより、地域
の他のサポート団体や学校との連携が取り易くなり、より強い協力体制が作れる。
(4)連携の取れた指導体制の構築
JSL児童生徒の支援で一番大切なのは「連携Jである。子どもの周りには、親、
学校の祖任、校長教頭、養護教諭、教育委員会、富際交流協会、地域の人々、それ
に加えて、日本語非常勤講師、ボランティアサボーター、通訳、日本語教育の専門
家など様々な人がいる。皆が子どもを間んで輸を作り、 JSL児童生徒を支えていく
必要がある。
設
(1)文科省は人数を明確にしていないが、日本語指導が必要な外国人の子どもが、 1
校あたりおおむね 1'"'-'5人未満の市区町村を「散在地域jと呼んでいる。反対に外
国人が多く集往する地域を f集住地域Jと呼んでいる。日本語指導が必要な外調
人の子どもが数人しかいない学校は「外国人数在校」と呼ばれている。
(2) JSL (Japanese部 aSecond Language)、第二言語としての日本語を学ぶ児章生徒の
類義語として、「外国人児童生徒Jr外国籍児童生徒Jr外冨へ繋がる児童生捷J
あるいは「児童生徒jを「年少者j と呼ぶこともある。
(3) 日本語を母語としない子どものための学習支援であるが、日本語指導が必要かど
うかを判断する基準は現在なく、各学校からの要請を受け県の教育委員会が最終
判断を下し、日本語指導員を配置するようになっている。
(4) 2010年 1月、佐賀県日本語学管支設問体として、貞松、有瀬、早瀬、池上)1頂子の
日本語指導に携わる 4人でグループを立ち上げる。オフ、ザーパーとして佐賀市国
際交流協会の馬場三佳氏も加わっている。大人向け支援活動と子ども向け支援活
動を過し、佐賀県に住む JSL住民の毘本語支援とサポート体制の必要性を訴えて
いる。
(5)入関が幼少時から自然に取得する言語。最も得意な言語。一番初めに獲得した
語=母語と関義ーになることが多いが、 2つの言語を身に付けた場合は得意な言語、
学校教育の教授雷語が第一言語となる。
???
(6) リライト教材とは、 JSL児童生徒が、文章の外観をつかみ盟諸の授業に入り易く
なるよう、教科書を内容は学年相当であるが子どもに日本語力に合った分かりや
すい文章に書き註した (rewrite)教材のことをいう。教科学留の手助けとなる教
材の一つで、そのほかに、デリート(delete)教材や翻訳教材などがある。
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